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皆さんおはようございます！  今年も、今日明日明後日

と三日を残すばかりとなったところでございまして、今日は

「仕事納め」。  皆さんに、心から御礼を申し上げたいと

思います。 今年は、「ようやくコロナから解放され、普段

の生活が戻ってきた」そんな風に感じられる一年ではなかっ

たかと思っています。 私も 12 月 11 日に 6 回目のコロナ

ワクチンを終えました。  このまま、終息してくれること

を心から願っているところでございます。 

 

さて、今年の礼文島の経済状況を振り返ってみたいと思い

ます。 長かったコロナ禍から少しずつ回復してきた感があ

りまして、漁業は昨年よりも約１億円の増加が見込まれてい

ます。 いろいろな課題を抱えていますが、水揚げで 3%増

額の 36 億円という嬉しい金額であります。 この好調さを

さらに伸ばしていきたいと思いるところでございます。 

一方の観光についても、コロナの影響が少しずつ薄れてき

て、観光入込数は８万３千人とコロナ前の 74%まで回復し

てきており、12～13 億円の収入が見込まれます。 



漁業や観光、商工業は島の経済を支える重要なものであり

ますので、来年もこの収入が増えることによって島の景気が

更に回復することを期待しているところでございます。 

工事関係では、国と北海道、そして礼文町の工事費は合わ

せて 27 億 8 千万円。 ふるさと納税は約４億円。 これに

国民年金はじめ年金の支給が９億数千万円ありますから礼

文町全体の収入は 80 億円を超え 90 億円に近いと見込まれ

ます。さらに、町の一般会計、特別会計の給与、補助金、扶

助費、消耗品など約６0 億円が加わりますと礼文町全体では

凡そ 150 億円のお金が回っていることになります。 

来年はさらに稼げる礼文づくり、元気な礼文づくりをした

いと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 

しかし、一方で、今年も職員の病気入院や自宅療養など、

長期にわたって職場を離れることが続いています。 職員の

不足が続いている中で、職員の皆さんには、大変厳しい中で

仕事を行っていただいてまいりましたこと、お詫びを申し上

げるところでございます。 



12 月 22 日の日刊宗谷にも、ハローワーク稚内では道内で

最も有効求人倍率が高い 2.1 倍、2 番目の根室は 1.77 倍、3

番目の紋別が 1.74 倍と、人口減少が続く町や基幹産業の停

滞などが指摘されていました。 

職員の皆さんからも職員の採用を求められていますので、

私も何とか採用したい…、あるいは退職者を出さないように

…と考えてきましたが、残念ですがその傾向を止めるには至

っていないようであります。 

蔵部総務課長がこの 12 月末で中途退職することとなりま

したので、4 月まで今野副町長が総務課長の職を行うことと

いたします。 これからも、新年度に向け、職員の採用を進

めてまいりますし社会人枠の採用も進めていますが、まだ十

分とはならない状況で、多くの皆さんには、兼務発令やそれ

ぞれの仕事での負担が増え、申し訳なく思っているところで

ます。 

今、役場で行う仕事がどんどん増えています。 人口は減

っていますが、従来からあった仕事に、さらに新たな業務が

どんどん増えてきているわけであります。 



それは、例えば、国主導の新しい取り組み、デジタルトラ

ンスフォーション（DX）やカーボンニュートラルに代表さ

れるグリーントランスフォーション（GX）、ふるさと納税や

消費税のインボイス制度、公営企業会計の導入であったり、

また、これ以外にも、例えば観光業界や漁業関係、建設、水

道下水道などの産業課、建設課など現業部門はもとより、こ

れまで公務員が行ってきたすべての業務において、企業的な

考えをもって臨まなくてはならなくなってきたことから、日

常的にマルチタスクで処理対応しなければならなくなって

いるからであります。しかも人口減少で、募集しても職員の

応募がなく、逆に退職者は増えることから、職員は減る一方

で業務だけが増えて職員の皆さんには厳しい思いをさせて

いると思っています。公務員になったらこうしよう…、ああ

してみよう…と夢を描いていたことがなぜか忙しすぎてで

きないで苦しんでいることもあると思います。 

これからは仕事が誰かに集中しないよう平準化したいと

考えておりますし、リフレッシュしていただくための長期の

「リフレッシュ休暇」も取り入れたいと思っています。 



また、予算編成会議の時にも申し上げましたように、研修

や資格の取得など、所謂「学び直しの機会」をたくさんつく

り、若い力が躍動する、そんなステージをどんどんつくり出

してまいります。 

今、一番必要なこと、それは、礼文町で働くことが楽しい

と感じていただくことであり、そうした職場環境をつくり出

していくことであると思います。 

 最近は、町外から礼文町に勤められる若い職員が増えま

した。 私は、私たちの仲間になられた、ここにおられる職

員皆さんとともに、ふるさと礼文町を元気なまちにしたい。 

職員の皆さんが明るく、元気に働いている。 それぞれが

「オール礼文町役場」で元気に働いている…まさしく、これ

が「次代につなぐ新たなステージづくり」であり、私の願う

ところでございます。 

 

仕事納めにあたり、あらためて、職員皆さんに、「次代に

つなぐ新たなステージづくり」についてご理解ご協力をお願

い申し上げます。 



結びになりますが、明日から 9 日間、新型コロナウイルス

感染症が「5 類」に移行して初めての年末年始のお休みに入

りますので、例年以上に帰省や旅行での移動が活発になるも

のと思います。  

日頃できなかったことをこの年末年始の休みに、思いっき

り行っていただきたい。 そして、身体を休めるだけでなく、

ご家族や友達、親族などとふれあい、十分に英気を養ってい

ただいて、来る新しい年には、また、皆さんと一緒に「元気

な礼文づくり」に励みたいと思っています。 

皆さんの今年一年の頑張りに、あらためて心から感謝を申

し上げ、仕事納めの言葉といたします。  

今年一年、本当に、ありがとうございました!! 


